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◎漢文から日本語へ －訓読アルゴリズムの形式化－               070909 島野達雄 

                                

１．連接、返接、連結記号の定義 

すべての「漢字」(無定義用語）の集合 { }nσσσ ,,, 21 L=Σ を考える。 

Σの元によるすべての順列 を漢文言語 ∗Σ とよび、漢文言語 ∗Σ の元を「漢字列」とよぶ。 

{ }LLLL ,,,,,,,,,,, 513118121211121 σσσσσσσσσσσσσσσσσλ nn=Σ∗  

ここで、λは空順列を指し、「空の漢字列」とよぶ。 
∗Σ の元 vu, に対して、 vu, を並べる二項演算を「連接」とよぶ。 uvvu =⋅  

また ∗Σ の元 vu, に対して、 vu, の順序を入れ替える二項演算を「返接」とよぶ。 vuvu =  

この返接演算において uを構成する漢字がたとえば 2313 σσσσ=u であるとき、連結記号－を

用いて vu 次のように表記する。 vvu 2313 σσσσ −−−=   

以下、連接演算の・記号を省略し、連接と返接が続くときは返接演算が優先するとする。 

 

２．カッコつき表示の定義 

漢文言語 ∗Σ において、「カッコつき表示」を次のように再帰的に定義する。 

(ⅰ)漢字１字はカッコつき表示である。 

(ⅱ)カッコつき表示とカッコつき表示の連接はカッコつき表示である。 

(ⅲ) Pを漢字１字または連結記号で結ばれた２字以上の漢字、mをカッコつき表示とする 

  とき、 Pとmの返接 mP はカッコつき表示である。〔注〕参照。 

 

３． n個の異なる漢字の連接とカッコつき表示 

n個の異なる漢字の連接を nK と書く。 

nK に対して、漢字の順番を変えることなく、連結記号－、カッコ開始記号 〈  、カッコ終

了記号 〉  の記号を挿入したカッコつき表示全体の集合を [ ]nK と書き、「 nK から生成される

カッコつき表示」とよぶ。 

[ ]nK 、 [ ]mK に対して、集合の連接、返接を次のように定義する。 

[ ] [ ] [ ] [ ]{ }mnmn KvKuuvKK ∈∈= ,|  

[ ] [ ] [ ] [ ]{ }mnmn KvKuvuKK ∈∈= ,|  

[ ]nK  の元の総数を na であらわす。 11 =a 、 22 =a は明らか。 

なお、 0K は空の漢字列λとし、便宜上 [ ] { }λ=0K 、 10 =a と定義する。 

 

４． nK から生成されるカッコつき表示の総数 na の漸化式 

以上の定義から、 
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この漸化式を逐次計算すると、たとえば、「１４字の異なる漢字からなる漢文（中国語）が

与えられたとき、日本語の語順として成り立つ可能性があるのは、並び替えの全体(14!)の

0.00017 程度しかない」ことがわかる。 
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５．訓読の木の定義 

漢文言語 ∗Σ 上のカッコつき表示をグラフ化することができる。下のように定義する。 

訓読の木は、（出発点、辺、連節、返節、行き止まりの漢字）の五つ組である。 

⑴訓読の木は、出発点を一つだけもつ。 

⑵出発点は辺を一つだけもつ。 

⑶辺は上端と下端をもち、上端に出発点、連節、返節のいずれか、下端に行き止まりの漢 

 字、連節、返節のいずれかをもつ。 

⑷行き止まりの漢字は辺の下端を一つだけもつ。 

⑸連節は辺を三つ（中辺、左辺、右辺）もつ。 

⑹連節の左辺は、下端に行き止まりの漢字、返節のどちらかをもち、連節をもたない。 

⑺返節は、辺を三つ（中辺、左辺、右辺）もつ。 

⑻返節の左辺は、下端に行き止まりの漢字、連節のどちらかをもち、返節をもたない。 

 連節をもつばあい、その左辺の下端は行き止まりの漢字をもち、返節をもたない。また、  

 右辺の下端は連節か行き止まりの漢字をもつ。以下同様。すなわち、返節の左辺の下位  

 に返節があらわれることはない。〔注〕参照。 

出発点を◎、辺を｜、―、┐、連節を●、返節を○、行き止まりの漢字をＡ、Ｂ、Ｃ…で

あらわす。訓読の木の例を下に示す。 

参考のために、行き止まりの漢字には返り点と連結記号をつけておく。 

 
 ◎─●───────────────┐ 
   ｜               ｜ 
   ○―●───────────┐ ｜ 
   ｜ ｜           ｜ ｜ 
   ｜ ○───●───○─┐ ｜ ｜ 
   ｜ ｜   ｜   ｜ ｜ ｜ ｜ 
   ｜ ●─┐ ○─┐ ｜ ｜ ｜ ｜ 
   ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 

   Ａ 

下 Ｂ- 

二Ｃ Ｄ  

レＥ Ｆ  

一レＧ Ｈ 

上 Ｉ   …行き止まりの漢字 

   ＝Ａ〈Ｂ－Ｃ〈Ｄ〈Ｅ〉Ｆ〈Ｇ〉〉Ｈ〉Ｉ …カッコつき表示 

  ＝ＥＤＧＦＢＣＨＡＩ      …カッコと連結記号を外した結果 

 

６．訓読の木の読み方   

グラフの読み方のルールは、次のようになる。 

⑴出発点から始め、出発点のもつ辺に進む。 

⑵辺には、往路（行き）と復路（帰り）があり、往路の先に行き止まりの漢字がある時は、 

 その行き止まりの漢字を読む。読んだあとは、復路を進む。 

⑶往路でも復路でも、連節に出会ったら、進行方向の右側の辺（反時計回りで最初に出会 

 う辺）に進む。 

⑷往路でも復路でも、返節に出会ったら、進行方向の左側の辺（時計回りで最初に出会う 

 辺）に進む。 

⑸出発点にもどると終わる。 
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〔注〕 

カッコつき表示の定義（ⅲ）で「 Pを漢字１字または連結記号で結ばれた２字以上の漢字」

とし、訓読の木の定義⑻で「返節の左辺の下位に返節があらわれることはない」としたの

は、ふつう漢文（中国語）では、「返って読む部分」に対する「返って読まれる部分」は、

漢字１字または連結記号で結ばれた２字以上の漢字になっていることに対応している。 

つまり、漢文（中国語）から日本語への翻訳（ここでは漢字の語順変換）をおこなうメタ

言語としての返り点・連結記号システムを形式化するにあたり、返接 mP において、mは

何重でも入れ子構造と並置構造をとりえるように約束し、 Pは「漢字１字または連結記号

で結ばれた２字以上の漢字」と約束したほうが実情に即している。 

ただし、この Pをより広く「カッコつき表示」と定義することもできる。 

このばあい、演算の優先順位を示す｛ ｝記号などを用いる必要がある。 

たとえば、異なる４字の漢字からなる 4K では、ＡＢＣＤという漢字列から、ＢＤＡＣ、Ｃ

ＡＤＢ、ＤＡＣＢ、ＤＢＡＣの４つを生成することはできない（ 204!44 =−=a ）。 

しかしこのうちＤＡＣＢとＤＢＡＣは、{ }記号を使えば、{ ＡＢ<Ｃ> }<Ｄ>＝ＤＡＣＢ、

{ Ａ<Ｂ>Ｃ }<Ｄ>＝ＤＢＡＣと生成することができる。 

同じように、訓読の木の定義⑻で「返節の下位に返節があらわれてもよい」、言いかえれば

「返節の左辺は、下端に行き止まりの漢字、連節のどちらかをもち、返節をもたない」だ

けにすると、ＤＡＣＢとＤＢＡＣは下図のようにグラフ化できる。 

 ＡＢＣＤ⇒ＤＡＣＢの訓読の木    ＡＢＣＤ⇒ＤＢＡＣの訓読の木   

          ◎─○─────┐ 
            │     │ 
 ◎─○─────┐           ●───┐ │ 
    │     │           │   │ │ 
    ●─○─┐ │           ○─┐ │ │ 
    │ │ │ │           │ │ │ │ 

   { Ａ Ｂ <Ｃ> }<Ｄ>       { Ａ <Ｂ> Ｃ }<Ｄ>     

  ＝Ｄ{ Ａ Ｂ <Ｃ> }      ＝Ｄ{ Ａ <Ｂ> Ｃ } 

  ＝ＤＡＣＢ       ＝ＤＢＡＣ      

漢文訓読の実情に即した狭義の定義に対して、このように{ }記号の使用を認めた定義を

「広義のカッコつき表示」、「広義の訓読の木」とよぶ。 

まだ正確な判断とは言えないが、漢文（中国語）から英語への翻訳（ここでは語順の変換）

では、広義のカッコつき表示を採用したほうがよいように思う。 

『論語』の「有朋自遠方来、不亦楽乎」は次のように英訳されている（Legge 1861）。 

Is it（乎）not（不）delightful（楽）to have（有）friends（朋）coming（来） 

from（自）distant（遠）quarters（方）?（乎） 

この英訳の構造は、広義のカッコつき表示をつかえば表現できる。 

｛ 有朋自－遠－方〈来〉｝〈不－亦－楽〈乎〉〉 

ここで、Is it…?は疑問反語の漢字「乎」を再読している、とも解釈できる。to は訓読の

送り仮名「コト」とみなせ、漢字「亦」は黙字（読まない助辞）と言えないこともない。 


